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ゲ
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巷
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眞
　
下
　
僧
　
一
鍵
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
　
坂
　
光
　
次
勾
洋

　
こ
・
に
諜
織
さ
れ
た
ろ
「
小
論
理
鍬
・
し
に
、
へ
ー
グ
財
の
『
哲
學
幾
系
』
第
一

部
、
「
論
理
學
」
の
全
艦
で
あ
り
、
樹
、
一
入
一
八
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
於
け
ろ

講
義
に
際
し
て
な
さ
れ
糞
意
講
潜
に
察
す
る
挨
拶
・
第
一
版
、
第
二
版
、
猿

三
版
に
封
ず
ろ
へ
ー
ゲ
〃
の
畠
序
丈
・
序
論
及
立
撃
の
補
號
が
添
へ
ら
れ
冒
て
る

る
。
今
、
「
論
理
學
」
と
他
の
諸
難
系
と
の
關
係
、
「
論
理
學
」
り
内
容
そ
の
も

の
等
に
立
入
っ
て
諾
ら
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
も
、
論
理
學
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に

於
て
に
、
岡
噂
に
形
葡
上
學
で
あ
り
、
本
曲
論
と
一
で
あ
り
、
形
式
的
、
主

魏
的
、
悟
性
論
理
學
た
越
え
て
包
む
客
槻
的
、
理
性
的
論
理
學
と
し
て
、
そ

れ
の
成
果
と
本
質
ほ
辮
識
法
で
あ
り
、
爵
然
界
、
精
融
界
の
根
本
園
式
と
し

て
、
存
雀
の
論
理
の
性
格
に
於
て
把
握
ぜ
ら
れ
れ
ば
な
ら
す
、
ま
こ
と
の
意

昧
に
於
け
ろ
實
践
の
脇
櫓
的
指
醗
で
あ
り
、
弼
し
ば
＼
現
實
の
現
段
階
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

吏
的
必
然
性
に
さ
へ
脱
賠
す
る
な
ら
こ
の
書
の
意
義
と
力
と
ほ
自
か
ら
灘
然

六
う
も
の
が
あ
ら
う
Q

　
ヘ
ー
グ
ル
の
「
論
理
學
」
ほ
、
之
た
他
國
語
に
移
す
こ
と
ほ
隔
難
で
あ
る
と

ぜ
ら
れ
ろ
Q
砥
に
第
二
編
、
本
質
論
の
藻
諜
に
殆
ど
へ
ー
グ
ル
の
意
味
を
失

す
ろ
で
あ
ら
う
こ
と
に
既
に
謂
ば
れ
て
み
る
Q
償
し
、
之
ほ
醗
謹
の
免
れ
難

き
制
限
と
し
て
軍
容
せ
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

＝
一
〇

　
邦
誰
ば
靴
下
、
脇
養
護
氏
の
共
瑚
勢
作
と
し
て
、
論
理
學
本
論
及
補
設
ほ

脇
叛
氏
が
諜
し
、
其
他
為
眞
下
氏
が
諜
し
穴
も
の
で
あ
る
。
嗣
一
著
作
の
分

量
諜
に
俘
ふ
多
く
の
弊
害
に
も
拘
ら
す
・
、
へ
ー
ゲ
〃
自
身
の
思
想
に
深
く
沈

潜
し
、
原
典
に
定
着
す
る
こ
と
に
依
て
受
容
的
、
阿
顧
的
態
渡
が
と
ら
れ
ろ

こ
と
に
依
り
、
へ
ー
ゲ
膨
の
精
紳
は
逡
憾
な
く
移
し
替
へ
ら
れ
て
る
ろ
Q
併

し
、
叉
、
爾
氏
貞
か
ら
認
錯
上
の
差
異
な
き
で
ば
な
い
Q
藁
下
氏
は
流
澤
秘

郷
け
て
、
白
由
な
態
経
た
と
っ
て
ゐ
ら
れ
ろ
。
例
之
、
原
典
に
礁
接
、
そ
こ

に
見
鋤
さ
れ
な
い
語
、
伺
、
章
が
多
く
補
匡
れ
て
、
説
明
的
で
あ
り
、
糞
め

に
、
二
分
思
ひ
切
っ
て
諜
出
さ
れ
れ
箇
所
も
適
し
と
し
な
い
。
か
、
ろ
澤
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

懇
切
な
ろ
澤
と
云
ぱ
ろ
べ
き
で
あ
り
、
原
典
に
言
ぼ
れ
て
る
る
何
か
赫
に
知

ら
ん
と
で
る
も
り
に
と
っ
て
ほ
証
便
で
あ
る
Q
併
し
、
そ
れ
が
却
っ
て
談
み

づ
ら
く
し
、
思
ひ
誤
ら
し
め
ろ
夙
が
な
い
で
も
な
い
Q
一
言
一
伺
も
忽
ゼ
に

し
な
い
ヘ
ー
グ
財
の
藩
作
に
於
け
ろ
如
き
場
合
に
ぱ
、
｝
方
、
意
味
艮
、
又
、

遽
次
的
に
辿
ら
ろ
ぺ
5
・
・
で
も
あ
ら
う
。
置
（
下
職
の
懇
切
、
牛
田
暢
力
焔
る
諜
に
蹴
甥

し
、
脇
坂
氏
ば
忠
實
に
、
逐
次
的
に
意
味
存
移
し
て
ゐ
ら
れ
ろ
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

箕
許
臥
な
ろ
氏
の
諜
嵩
が
、
顔
典
が
、
い
か
に
｝
育
ば
れ
て
み
る
か
な
・
も
櫨
㎎
へ
得

て
、
鰯
健
な
ろ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
愚
想
為
移
す
に
枳
旛
ほ
し
い
か
に
み
え
る
。

　
軍
扇
ば
統
一
的
に
馬
漕
ぜ
ら
れ
て
に
る
る
が
、
併
し
夫
々
の
揚
合
、
全
燈

と
の
關
聯
の
詐
に
、
そ
の
晴
、
そ
こ
で
、
最
も
漣
常
と
思
は
れ
う
も
の
が
選

ば
れ
て
み
ろ
。
例
之
、
O
野
薄
N
警
ぎ
が
双
關
性
、
顯
混
在
、
媒
介
態
的
被
定

立
森
、
依
騰
存
在
、
鋤
く
も
の
、
醐
係
に
入
り
込
ん
だ
も
の
、
等
々
と
鐸
さ

れ
、
d
羨
。
ぎ
が
定
礁
、
質
的
規
定
、
武
接
規
定
、
尊
々
と
諜
さ
る
㌧
が
如

き
で
あ
る
Q
湿
尋
鼻
ミ
讐
嵩
一
（
剛
。
箋
§
”
及
。
。
畠
§
貢
ぎ
恥
尊
・
・
。
諺
叶
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に
於
け
ろ
格
の
祁
異
に
依
り
て
生
す
ろ
要
義
的
微
妙
關
係
等
も
克
明
に
ぜ
ら

れ
ノ
＜
。
。
『
。
ダ
、
算
§
α
q
存
交
鎧
的
活
動
と
諜
し
、
舞
鐸
。
晋
9
曽
。
湛
離
合

的
客
魏
と
謬
さ
ろ
玉
が
如
き
、
ρ
著
者
苦
心
の
一
例
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
ぬ
Q

縦
A
7
、
思
ひ
間
逮
へ
ら
れ
m
易
い
謬
爵
が
な
く
に
な
い
と
は
云
へ
、
南
臥
接
、
談

課
と
指
摘
さ
る
べ
き
名
寄
・
も
の
は
殆
ど
な
く
、
漏
課
、
談
麓
も
一
、
二
か
一
輪

へ
る
に
す
ぎ
す
、
晶
購
に
覗
れ
ナ
貸
る
二
、
三
の
課
書
為
凌
ぐ
こ
と
、
箪
に
後
に

上
れ
回
る
も
の
、
優
越
性
存
示
す
に
意
ま
る
も
の
で
な
い
。

　
原
典
の
コ
ン
マ
、
プ
ン
ク
｝
が
、
勿
論
、
邦
課
の
句
驚
歎
に
煽
癒
…
し
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
わ
け
で
な
く
、
（
　
）
、
〔
　
）
、
「
　
」
、
一
、
二
、
…
、
．
…
：
符
及
邦
誰
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
く

色
傍
黙
ば
原
典
以
外
に
、
魑
宜
鐸
者
に
依
て
多
く
入
れ
ら
れ
て
み
る
。
！
符

の
殆
ど
凡
て
に
諜
巻
の
も
の
で
さ
へ
あ
ろ
Q
こ
の
些
少
な
事
・
賢
も
、
鮪
箪
に

見
桃
～
さ
る
べ
藷
・
で
な
く
、
課
者
が
三
三
に
際
し
肖
己
否
定
的
態
渡
な
と
つ
カ

の
で
な
く
、
自
ら
血
存
以
て
原
典
為
三
つ
象
も
の
で
あ
る
こ
と
の
識
定
と
な

り
う
ろ
で
あ
ら
う
。

　
固
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
墜
・
は
＼
思
惟
の
羅
T
な
ろ
分
祈
に
依
り
思
辣
的
に
手

繰
り
膿
だ
さ
れ
糞
る
如
き
も
の
で
な
く
、
そ
れ
の
墓
礎
に
歴
史
的
現
實
の
受

け
ろ
實
質
で
あ
る
。
課
活
の
序
嘗
の
藷
る
如
く
「
今
、
酒
々
と
し
て
押
寄
ぜ

て
る
る
猛
瀾
怒
濤
の
渦
」
に
茸
た
蔽
ふ
こ
と
な
く
、
す
、
ん
で
こ
の
渦
中
に

勇
存
措
く
も
の
・
み
、
能
く
、
ヘ
ー
グ
ル
論
理
學
の
も
つ
「
天
一
的
な
る
も

の
」
為
過
つ
こ
と
な
く
把
み
う
る
で
あ
ら
う
。
勝
れ
カ
ろ
こ
の
課
書
が
繰
り

返
へ
し
、
捲
き
遽
へ
し
、
今
、
こ
の
齪
に
於
て
捕
ま
れ
ん
こ
と
な
願
ふ
。

（
紹
介
活
、
彙
實
、
鰹
波
書
店
獲
行
、
定
偵
滲
図
入
捨
銭
）
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介
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報

　
　
　
　
　
農

哲
攣
會
公
開
講
演
會

　
十
一
阿
〃
二
十
山
ハ
日
（
土
）
二
郷
隅
第
九
獅
肌
窮
…
に
於
て
、
午
後

　
一
陣
牛
よ
り

　
美
の
趨
向
と
そ
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
　
正
「
君

　
欝
由
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
　
貞
砧
磐

　
閉
曾
後
本
部
楼
上
に
て
晩
餐
會
た
催
す
Q
遠
來
の
先
輩

　
多
扱
來
倉
、

哲
駆
研
究
會

　
十
二
月
十
五
臼
（
木
）
學
熊
集
野
臥
に
於
て

　
物
理
學
的
世
界
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
寅
太
那
君

倫
理
學
曝
書
會

　
十
二
冠
九
々
午
後
三
確
よ
り
和
辻
教
授
研
究
室
に
於
て

　
舅
8
げ
欝
”
　
N
譲
O
搾
O
　
鵠
…
三
〇
…
〔
罎
回
q
　
貯
　
象
O
　
ノ
＜
一
計
臼
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
・
。
ξ
霞
。
町
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
賢
　
義
倫
嘗

　
倫
理
學
懇
親
會

　
十
二
湾
十
轟
ハ
n
口
午
後
山
ハ
時
よ
り
「
轟
轟
し
に
て
小
心
露
命
見
為
川
椴
す

美
　
　
學
　
　
會

　
十
ご
月
二
十
纏
（
水
）
樂
友
愈
館
に
て

　
肉
　
　
雪

美
學
讃
書
會

　
主
丁
二
月
十
山
ハ
け
口
（
金
U
漁
㍑
友
會
鱈
に
て

　
文
學
の
一
ご
の
問
題
i
サ
ー
ド
た
中
心
と
し
て

心
理
學
讃
書
會

　
十
二
月
入
墨
（
木
）
…
教
室
に
於
て

　
諏
液
型
に
つ
い
て

　
十
二
月
十
薫
口
（
木
）

　
薙
媛
尿
の
注
射
に
よ
る
飛
の
卵
集
の
肉
眼
的
攣
化

一
一
二

土
居
　
次
義
君

肉
則
礁
一
郎
君

岩
頭
勝
二
鄭
震

井
口
　
　
榮
艦


